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三股町立文化会館
自主文化事業

●お問い合わせ・電話予約・WEB予約・チケット販売［月曜を除く午前９時～午後５時］
　三股町立文化会館（Tel. 0986−51−3462 　https://bunka.town.mimata.lg.jp ）
●各公演とも前売にて完売の場合「当日券」は販売しないことがあります。
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6 写真で綴る三股町の三十一年

令和元年生まれの赤ちゃん…７ 　三股の春真っ盛り！「つつじ・早馬まつり」…10　
まちの話題…11

…2平成から令和へ

スペインデビュー以来、世界各地で音楽の輪を広げ、メッセージを伝え続け
ているギタリスト、西藤ヒロノブのデビュー１５周年コンサート。
今回は NY で活動を共にしてきた世界中で活躍しているピアニスト、
D.Black、日野皓正グループなどでも活躍してきたベーシスト、須川崇志、オ
ランダ出身のドラマー Sebastiaan Kapteinとのカルテットは必聴！
宮崎県小林市出身の西藤ヒロノブが進化と深化を重ねた、アイランドジャズ
を真夏の夜にお届けします。

■日時／2019年7月26（金）午後7時開演（開場は30分前）
■出演／西藤ヒロノブ カルテット
　西藤ヒロノブ(guitar ,  ukule le) ／D.Black(p iano)
　須川崇志(contrabass) ／Sebast iaan Kaptein(drums)
■料金／一般…2,500円（当日3,000円）
	 大学生以下…2,000円（当日2,500円）
	 ぺア…4,000円（前売のみ販売）、未就学児…入場不可
　※全席自由　※電話予約可※WEB予約可（三股町立文化会館WEBサイト）
　※前売にて完売の場合「当日券」は販売しないことがあります
　※大学生以下は、入場の際「学生証」の提示をお願いすることがあります
■会場／三股町立文化会館
　〒889-1901 宮崎県北諸県郡三股町大字樺山3404-2
■主催／三股町・三股町教育委員会　■協力／T&K エンタテインメント㈱
■お問い合わせ・チケット販売
　三股町立文化会館　℡0986-51-3462　https://bunka.town.mimata.lg.jp

「戯曲」とは、演劇の台本のことです。実際に「せりふ」を書き、最終的には短
い「戯曲」を一本、書き上げることをめざします。この講座で「戯曲」のおもし
ろさを体験してみませんか？経験は問いません、お気軽にお申し込み下さい

■講師／永山智行（劇作家・演出家。劇団こふく劇場代表）
■受講期間／令和元年7月～令和２年1月（12回）
	 １回目	 ７月９日（火）	「せりふってなに？」
	 ２回目	 ７月23日（火）	「話すことばを書こう」
	 ３回目	 ８月６日（火）	「会話を書こう」
	 ４回目	 ８月20日（火）	「材料を集め、スケッチを書こう」
	 ５回目	 ９月３日（火）	「俳優に読んでもらおう①」
	 ６回目	 ９月18日（水）	「構成を考えよう」
	 ７回目	 10月８日（火）	「最初のシーンを書こう」
	 ８回目	 10月23日（水）	「2番目のシーンを書こう」
	 ９回目	 11月５日（火）	「もう一度構成を考えよう」
	10回目	 11月19日（火）	「3番目のシーンを書こう」
	11回目	 12月10日（火）	「ラストシーンを書こう」
	12回目	 １月７日（火）	「俳優に読んでもらおう②」
■応募資格／高校生以上
■定員／６名程度（先着順）
■参加費（年間）／一般：2000円　大学生以下：1000円
■申し込み方法／

文化会館窓口または、文化会館ホームページに受講申込書がございます。
記入の上、文化会館へお持ちいただくか、FAXでお申し込みください。
※高校生の方は、保護者の同意が必要になります。

■申込期間／令和元年6月30日（日）まで

戯曲講座
「せりふ書いてみる？」
受講生募集のお知らせ！

会
人
四

笑
爆
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語

開場╱18：00 　開演╱18：30
●木戸銭　1,000円（全席自由）
会場　三股町立文化会館
宮崎県北諸県郡三股町大字樺山 3404 番地２
開催協力　三股町・三股町教育委員会
お問い合せ　0986-51-3462

6月22日（土） 　
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文化庁委託事業「2019 年度次代の文化を創造する新進芸術家育成事業」
主催：文化庁、公益社団法人 落語芸術協会
制作：公益社団法人 落語芸術協会 　

https://bunka.town.mimata.lg.jp
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三股西小学校開校／平成元年

庁舎増改築完成／平成3年

町制40周年タイムカプセル／平成元年

つり大会／平成2年

第１回三股町ふるさとまつり／平成３年

高才原大橋渡り初め／平成5年

消防団第1部全国大会出陣式／平成8年

チャレンジRun＆ウォーキング大会／平成15年

演劇ワークショップ「みまた座」平成16年〜

消防ラッパ隊発足式／平成4年

長田峡橋完成式／平成6年

殿岡生活改善センター（みそ作り）／平成3年

健康管理センター落成／平成5年

文化施設と元気の社／平成13年・平成17年
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町商工会青年部「ミマタレンジャー」平成17年

どぶろくづくり／平成17年

商工会「○のつくまち宣言」／平成19年

ファミリー・サポート・センターたんぽぽ開所／平成22年

上米公園パークゴルフ場オープン／平成18年

消防団まとい受賞／平成20年

三股町総合福祉センター「元気の社」オープン／平成17年

みまもらないと／平成19年

町コミュニティーバス「くいまーる」出発式／平成19年

三股町弓道場道場開き／平成24年

県市町村対抗駅伝競走大会「町村の部」連覇／平成24年

三股駅開業100周年記念式典／平成26年

文化会館開館10周年記念事業「おはよう、わが町」公演／平成23年

第１回みまた演劇フェスティバル「まちドラ！」／平成24年

みまたものづくりフェア2013 ／平成25年

ん
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町制施行70周年記念事業

令和元年生まれの赤ちゃん

町
史
編
さ
ん
事
業
開
始（
５
ヶ
年
事
業
）

都
城
地
区
企
業
立
地
促
進
協
議
会
設
立

町
長
選
挙（
無
投
票
）　

木
佐
貫
辰
生
氏
当
選

第
１
回
文
教
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

武
道
体
育
館
耐
震
補
強
・
改
修
工
事
竣
工

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
完
了

町
議
会
議
員
選
挙

き
ら
め
き
土
曜
塾
開
講

ジ
ャ
ン
カ
ン
馬
新
厩
舎
完
成

よ
か
も
ん
朝
市
１
０
０
回

第
１
回
み
ま
た
ん
霧
島
パ
ノ
ラ
マ
ま
ら
そ
ん
開
催

西
部
地
区
体
育
館
竣
工

上
米
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
９
ホ
ー
ル
増
設
オ
ー
プ
ン

三
股
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
竣
工

地
域
お
こ
し
協
力
隊
２
名
着
任

三
股
西
小
第
一
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
室
竣
工

長
田
へ
き
地
保
育
所
閉
所

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
用
開
始（
梶
山
小
・
長
田
小
）

ふ
る
さ
と
人
材
育
成
事
業
団
沖
永
良
部
島
派
遣
20
周
年

第
８
回
市
町
村
対
抗
駅
伝
大
会　

町
村
の
部　

三
股
Ａ

チ
ー
ム
優
勝

三
股
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
改
修
竣
工（
三
股
町
多
目

的
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

東
原
団
地
Ａ
棟
完
成

三
股
町
雇
用
創
造
協
議
会
発
足

町
長
選
挙（
無
投
票
）　

木
佐
貫
辰
生
氏
当
選

町
制
施
行
70
周
年
式
典

三
股
町
史
発
行（
上
・
下
巻
）

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
３
面
増
設
竣
工

旭
ヶ
丘
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
整
備
一
部
竣
工

「
平
成
」か
ら「
令
和
」へ
改
元

４
月

８
月

９
月

10
月

平
成
27
年
２
月

３
月

４
月

６
月

10
月

平
成
28
年
１
月

３
月

８
月

平
成
29
年
１
月

２
月

３
月

４
月

８
月

平
成
30
年
１
月

３
月

４
月

９
月

11
月

平
成
31
年
３
月

令
和
元
年
５
月

第１回みまたん霧島パノラマまらそん開催／平成28年

西部地区体育館竣工／平成28年

第９回県市町村対抗駅伝競走大会「町村の部」連覇（６回目）／平成31年 三股町まち・ひと・しごと情報交流センター竣工／平成29年

ジャンカン馬新厩舎完成／平成27年

きらめき土曜塾開講／平成27年

第１回文教フェスティバル／平成26年

長田へき地保育所閉所／平成29年

新ロゴマークの
オリジナルポロシャツ販売！
好評につき、リニューアルした新ロゴマークの観光協会オ
リジナルポロシャツを販売します！
■ �販売価格：１着2,000円（税込）※6月3日（月）から

受付開始、9月30日（月）受付終了
■ �申込方法：企画商工課窓口（町役場３階）で必要書類に

記入していただき、現金を添えてお申し込みください。
　 （お申し込み後1 ヵ月程度での引き渡しとなります）
■ �お問合せ：町観光協会事務局（企画商工課内）
 　☎52-9085　
★ 「町観光ホームページ」で
　 ご確認ください。

ただ今、三股町のプロモーションビデオを公開中です！

新しい
ロゴが
プリント
されます！

スマートフォンでQR
コードを読み込むと三
股町のプロモーション
ビデオを紹介するサイ
トへつながります。

頒布価格

6,000円
（セット販売のみ・消費税込）

●�直接購入を希望の人は、教育課（三股町中央公民館）にてお求めください。
●�原則として、代金前納とさせていただきます。郵送（着払い）を希望の人
は購入申込書に必要事項を記入し申し込みください。（FAX可）

●��購入申込書の入手方法や代金の支払い方法など、詳しくはお問い合わせい
ただくか町の公式サイトをご覧ください。

【お問い合わせ・お申込み】
三股町教育委員会 教育課 生涯学習係
〒889-1902宮崎県北諸県郡三股町五本松８番地１
TEL （0986）52−9311／FAX （0986）52−9724

【上・下巻】

ドローンの
空撮動画が
見られます

ポロシャツの
詳細は
コチラから！

三股町史

平成元年
生まれの
パパとママ

三股町の歴史を学ぶ

舞さん
私が平成元年生まれなので母親と「令和元年の子を産めたら
素敵ね」と話をしていました。元気に生まれてきてくれたこと
にほっとしています。誰に対しても優しく、そして誰からも
愛されるように元気に成長してくれることを願っています。

賢大さん
「まな」という読み名は、夫婦で大好きな場所「ハワイ」の言
葉がルーツです。子育ての環境が充実しているこのまちで、
のびのび育ってくれれば、それだけで幸せです。

鶴
つ る

園
ぞ の

　愛
ま な

ちゃん

（令和元年５月２日生まれ）

●舞
ま い

さん　●賢
け ん

大
た

さん

（夫婦ともに平成元年生まれ）

「新しい時代とともに」

母 父

皆
さ
ん
に
と
っ
て
の
平
成
は
ど
ん
な
時
代
で

し
た
か
。
元
号
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
今
ま
で
歩
ん
で
き
た
足
跡
を
振
り
返
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
き
っ
と
一
人
一

人
に
そ
れ
ぞ
れ
の
平
成
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

５
月
か
ら
い
よ
い
よ
新
し
い
時
代
が
始
ま
り

ま
し
た
。
町
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
覚
と
責
任

の
も
と
で
、
町
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
価
値
観
の
多
様
化

を
は
じ
め
と
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面

す
る
新
時
代
に
突
入
し
ま
す
。
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
推
進
を
は
じ
め
、

さ
ら
に
元
気
で
誇
れ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
に

は
、
ま
ち
の
将
来
像
や
解
決
す
べ
き
課
題
を
一

緒
に
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

皆
さ
ん
は
新
し
い
時
代
を
ど
ん
な
時
代
に
、

ど
ん
な
三
股
に
し
た
い
で
す
か
？
皆
さ
ん
の
思

い
描
く
三
股
に
近
づ
け
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
次
の
時
代
に
生
か
し
た
い
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
新
し
い
時
代
を
創
る
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Culture
◎問い合わせ
三股町立文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

●
音
楽
で
素
敵
な
休
日
を

　

５
月
３
日
、「T

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト

w
ilight T

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

rom
bone 

Q

カ
ル
テ
ッ
ト

uartet 

春
ツ
ア
ー
２
０
１
９
」
に
よ
る
毎

年
恒
例
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
、
本
町
出
身
の
今い
ま

村む
ら

岳た
け

志し

が

率
い
る
、東ひ
が
し

川か
わ

暁あ
き

洋ひ
ろ

、廣ひ
ろ

田た

純じ
ゅ
ん

一い
ち

、佐さ

藤と
う

敬け
い

一い
ち

朗ろ
う

の
東
京
藝
術
大
学
出
身
の
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
奏
者
四
人
で
す
。毎
年
、ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の

演
奏
だ
け
で
な
く
、
コ
ミ
カ
ル
な
劇
を
交
え

た
ス
テ
ー
ジ
で
、
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。昨
年
、結
成
10
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

今
年
は
、「
原
点
回
帰
」
と
題
し
、
こ
の
10

年
間
で
演
奏
さ
れ
た
曲
の
中
か
ら
選
ん
だ
、

「
ニ
ュ
ー･

シ
ネ
マ･

パ
ラ
ダ
イ
ス
」「
美
女
と

野
獣
」
な
ど
の
映
画
音
楽
や
、
山
田
耕
筰
の

「
赤
と
ん
ぼ
」や
廣
田
純
一
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
な

ど
全
９
曲
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

観
客
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
一
日

を
、
文
化
会
館
で
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の
美
し
い

音
色
に
聴
き
入
り
な
が
ら
す
ご
し
ま
し
た
。

●
千
円
で
本
格
落
語
会

６
月
22
日（
土
）、「
爆
笑〝
落
語
〟四
人
会

２
０
１
９
」が
行
わ
れ
ま
す
。

出
演
は
、
桂か
つ
ら

竹た
け

丸ま
る

、
桂か
つ
ら

笹さ
さ

丸ま
る

、
三さ
ん

笑し
ょ
う

亭て
い

可か

龍り
ゅ
う

、
三さ
ん

遊ゆ
う

亭て
い

遊ゆ
う

雀じ
ゃ
く

の
四
人
。熟
練
さ
れ
た
話

芸
で
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
江
戸
落
語
の
魅

力
を
た
っ
ぷ
り
お
届
け
し
ま
す
。

真
打
三
人
を
含
む
四
人
の
話
芸
を
、
お
得

な
一
律
千
円
で
堪
能
で
き
ま
す
。こ
の
機
会

に
、本
格
落
語
を
お
気
軽
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
親
子
で
人
形
劇
を
楽
し
も
う

７
月
６
日（
土
）、人
形
芝
居
ひ
つ
じ
の
カ

ン
パ
ニ
ー 

＆
く
わ
え
・
ぱ
ぺ
っ
と
ス
テ
ー
ジ

合
同
公
演
の
人
形
劇「
あ
な
た
が
う
ま
れ
る

ま
で
」が
行
わ
れ
ま
す
。マ
マ
の
お
腹
の
中
で

育
っ
て
い
く
子
ど
も
と
、親
と
し
て
育
っ
て
い

く
パ
パ
と
マ
マ
の
ミ
ラ
ク
ル
ス
ト
ー
リ
ー
。生

命
の
不
思
議
と
大
切
さ
を
、コ
ミ
カ
ル
で
幻
想

的
な
人
形
劇
に
し
ま
し
た
。３
才
か
ら
楽
し
め

る
劇
を
親
子
で
観
劇
し
ま
せ
ん
か
？

公
演
情
報
は
本
誌
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「 Twilight Trombone Quartet 春ツアー 2019 」本番の様子

昨年の爆笑〝落語〟四人会の様子

   
w

Library
◎問い合わせ
三股町立図書館
〒889 ─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200 FAX.51-3751

やってみよう！としょかんのおしごと
や
、「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」歴
代
ポ
ス
タ
ー

の
展
示
と
、
平
成
に
入
っ
て
か
ら
発
行
さ
れ

た
懐
か
し
い
絵
本
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

約
30
年
前
に
発
行
さ
れ
た
絵
本
は
懐
か
し
ま

れ
な
が
ら
、
図
書
館
利
用
者
の
手
に
取
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
「
こ
の
本
よ
ん
で
み
て
ん
！
お
す
す
め
本

大
集
合
」コ
ー
ナ
ー
や
、
読
ん
だ
本
の
記
録

を
書
け
る「
子
ど
も
読
書
手
帳
」の
配
布
、子

ど
も
映
写
会
を
行
な
い
図
書
館
や
読
書
に
親

し
む
期
間
と
な
り
ま
し
た
。

●
蔵
書
点
検
の
た
め
長
期
休
館
し
ま
す

６
月
19
日（
水
）か
ら
６
月
27
日（
木
）ま

で
、
館
内
資
料
を
一
斉
点
検
す
る
蔵
書
点
検

の
た
め
休
館
い
た
し
ま
す
。
休
館
中
の
返
却

本
は
返
本
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。Ｄ

Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
は
、
破
損
防
止
の
た
め
開
館

し
て
か
ら
、
窓
口
へ
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。

長
期
の
休
館
と
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
休
館
案
内（
17
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

●�

読
書
が
た
の
し
く
な
る
！
こ
ど
も
の
読
書

週
間
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た

４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
は
、
子
ど
も
の

読
書
週
間
で
し
た
。
期
間
中
は
、
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
く
読
書
に
親
し
む
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。４
月
27
日（
土
）は
、「
や
っ
て

み
よ
う
！
と
し
ょ
か
ん
の
お
し
ご
と
」を
開

催
し
、
図
書
館
の
仕
事
を
体
験
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
参
加
し
て
く
れ
た
の
は
、
三
股
小

４
年
の
岡お

か

村む
ら

優ゆ
う

楓が

く
ん
。
窓
口
の
中
に
入
っ

て
、図
書
の
貸
出
・
返
却
作
業
や
、書
庫
で
図

書
の
整
理
を
し
ま
し
た
。「
体
験
を
し
て
み

て
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

て
本
の
貸
出
や
返
却
が
で
き
た
こ
と
。
本
の

ラ
ベ
ル
を
見
な
が
ら
本
を
並
べ
た
り
、
本
の

置
い
て
あ
る
場
所
を
覚
え
る
こ
と
が
大
変
だ

と
思
い
ま
し
た
。」と
い
う
こ
と
で
し
た
。

28
日（
日
）
は
、「
の
ん
び
り
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
」を
図
書
館
の
野
外
ス
ペ
ー
ス
で
行
い

ま
し
た
。
青
空
の
下
で
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
や
工
作
な
ど
を
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
カ

ウ
ン
タ
ー
の
中
に
入
っ
て
自
分
で
借
り
る
本

の
手
続
き
が
で
き
る「
か
し
だ
し
た
い
け
ん
」

お外で絵本を楽しんだ「のんびりライブラリー」

外国語指導助手のコーナー

「
令
和
」
に
よ
ろ
し
く

最
近
、
よ
く
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
言

葉
は「
令
和
」で
す
。４
月
１
日
に
は
日
本

の
皆
さ
ん
が
真
剣
に
テ
レ
ビ
を
見
て
い
ま

し
た
。私
も
学
校
で
職
員
の
皆
さ
ん
と
新

し
い
元
号
の
発
表
を
見
て
い
て
、
あ
る
先

生
か
ら「
今
、日
本
に
い
る
の
は
、す
ご
い

事
だ
よ
。カ
ラ
リ
ー
！
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。米
国
に
は
元
号
が
な
い
た
め
、こ
う
い

う
の
を
見
る
の
は
確
か
に
初
め
て
で
し
た
。

日
本
に
来
る
ま
で
は「
元
号
」
や「
平
成
」

な
ど
の
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。三
股
町
に
引
っ
越
し
て
き
て
、

役
場
で
数
枚
の
書
類
を
書
い
た
時
に
、
自

分
の
生
年
の
１
９
９
３
年
は
元
号
で
い
う

と
何
に
な
る
の

か
を
初
め
て
考

え
ま
し
た
。当
時
の
第
一
印
象
は
、「
な
ん

て
複
雑
だ
」
で
し
た
。昭
和
は
も
ち
ろ
ん
、

平
成
〇
〇
年
も
一
体
何
年
な
の
か
今
で
も

分
か
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、そ
の
一
方
で
平

成
５
年
生
ま
れ
の
私
は
平
成
し
か
知
り
ま

せ
ん
。今
ま
で
の
人
生
の
喜
び
や
成
長
は

す
べ
て
平
成
に
あ
り
ま
し
た
。慣
れ
親
し

ん
で
き
だ
平
成
が
も
う
終
わ
っ
て
、
新
し

い
時
代
が
始
ま
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
だ

す
と
、少
し
寂
し
い
で
す
が
、ド
キ
ド
キ
し

ま
す
ね
。令
和
は
ど
う
い
う
時
代
に
な
る

の
か
、
楽
し
み
で
す
ね
！

わたしたち協力隊の活動のようすを
お伝えします

『アトリエロード
   KOKOGANAGATA』

当たり前に過ぎていく日常にこそ、 普遍的な人と自然

との営みが粛
しゅく

々
しゅく

と積み重なっていく美しさがあると感じ

ています。特に長田では、 その現実をより強く感じる時が

あります。当たり前の事が当たり前ではない一瞬、 そんな

長田の日常を切り取って形にしてみるチャレンジが、 写

真冊子《アトリエロードKOKOGANAGATA》 の制作であり、発

行を記念して開催した『アトリエロード写真展』 です。冊

子発行や写真展開催にあたっては、 かなりの労力と時間

を費やし、 正直なところ何度も心が折れかけました。それ

でも、 美しすぎる日常を形に留めたいとの思いで突き進

みました。『自分の住む場所がこんなに美しいとは!』『長

田に移住したい!』。 美しさは

身近にあり、 諦めなければ必

ず形にできる。 大切なのは現

実を見据える事、 そして現実

に囚われない発想と行動力!

地域おこし協力隊：笠
か さ

島
し ま

 一
い ち

郎
ろ う

さん・幸
さ ち

代
よ

さん

地域おこし協力隊通信
vol.6

〜大人も一緒に「食育」〜
いきいき げんき！ ★健康バランス食実践のために★

● 問い合わせ：町健康管理センター  ☎52−8481毎月19日は
食 育 の 日

旬の食材は　おいしい！栄養価が高い！安い！といいこと尽くしです。旬の食
材を使った健康バランス食を紹介します。ご家庭での献立にご利用ください。

★６月の旬の食材　キュウリ　ミニトマト　サヤインゲン　黄ピーマン（材料は全て1人分です）。

◎主食　ご飯
 168㌔㌍　塩分0㌘
材　料　�ご飯…100㌘

◎主菜　グリルチキンのサラダ風
 274㌔㌍　塩分1.5㌘
材　料　��鶏モモ肉…70㌘、塩…小さじ1/6、コショウ…少々、オリーブ油

…小さじ１、黄ピーマン…10㌘、キュウリ…25㌘、レタス…20㌘、
ミニトマト…30㌘、クルミ…10㌘、ポン酢…大さじ1/2

作り方　�①鶏モモ肉は一口大にそぎ切りして、塩とコショウをまぶす。②
ピーマンは薄切り、キュウリは輪切り、ミニトマトは半分に切る。
レタスはちぎる。③クルミは刻む。④鶏モモ肉をオリーブ油で両
面こんがりと焼く。⑤皿に野菜を盛り、鶏モモ肉をのせクルミを
振り、ポン酢をかける。

◎副菜　インゲンのおかか煮
 19㌔㌍　塩分0.5㌘
材　料　�インゲン…30㌘、糸コンニャク…30㌘、削り節…1/2袋、酒…小

さじ1/2、みりん…小さじ1/2、しょう油…小さじ1/2
作り方�　�①インゲンは筋を取り、斜めに切る。②糸コンニャクは食べやすい

長さに切り、一旦茹でこぼす。③鍋に削り節以外の材料すべてを入
れ、弱火でインゲンに火が通るまで炒め煮する。④火を止め削り節
を混ぜる。

リプリー・カラリー

◎副菜　野菜たっぷりミネストローネ
 120㌔㌍　塩分1.1㌘
材　料　�タマネギ…30㌘、ニンジン…20㌘、キャベツ…30㌘、水…40㍉㍑、

トマト(缶)…60㌘、コンソメ…1/2コ、オリーブ油…小さじ1/2、コ
ショウ…少々

作り方�　�①タマネギ、ニンジン、キャベツは粗みじん切りにする。②鍋にオリー
ブ油を熱し、タマネギ、ニンジン、キャベツを入れて弱火で炒める。水、
トマト、コンソメを入れて弱火で煮込み、コショウを入れて味を調える。

◎もう一品　ヨーグルト
 67㌔㌍　塩分0.2㌘　
材　料　�ヨーグルト…100㌘
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ちの話題ま
MIMATA TOWN'S TOPICS

入
学
に
向
け
て
文
字
遊
び

楽
し
く
学
ぶ
ひ
ら
が
な
講
座

４
月
19
日
、
町
社
会
福
祉
協
議

会︵
木
佐
貫
辰
生
会
長
︶主
催
に
よ

る「
平
成
31
年
度
戦
没
者
慰
霊
祭
」

が
、
早
馬
神
社
横
の
忠
霊
塔
で
し

め
や
か
に
営
ま
れ
ま
し
た
。日
清

戦
争
以
後
の
戦
争
で
亡
く
な
っ
た

森も
り

虎と
ら

男お

海
軍
大
佐
ほ
か
７
６
１
柱

の
霊
を
慰
め
よ
う
と
、
遺
族
や
関

係
者
約
１
０
０
人
が
出
席
。式
で

は
、
町
遺
族
共
助
白
菊
会
の
田た

中な
か

久ひ
さ

光み
つ

会
長
が
、「
皆
さ
ま
の
ご
冥
福

を
祈
り
ま
す
」
と
慰
霊
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。そ
の
後
、出
席
者
一

人
一
人
が
祭
壇
に
白
い
菊
の
花
を

献
花
。出
席
者
全
員
で
恒
久
平
和

を
祈
り
ま
し
た
。

恒
久
平
和
を
願
っ
て

戦
没
者
慰
霊
祭

田た

中な
か

久ひ
さ

光み
つ

さ
ん

（
上
新
在
住
）

「
遺
族
会
の
高
齢
化
が
課
題
で
す
。後
世
に
伝
え

る
た
め
に
、
青
年
部
（
孫
世
代
）
を
結
成
し
、
今

後
も
行
事
を
続
け
て
い

き
ま
す
」

３
月
24
日
か
ら
４
月
７
日
ま
で

の
期
間
、旭
ケ
丘
運
動
公
園
で「
夜

桜
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
元
の
有
志
で
構
成
さ

れ
る「
三
原
地
区
夜
桜
会
」に
代
わ

り
、今
年
か
ら「
三
原
地
区
青
壮
年

部︵
24
人・榎
田
和
也
会
長
︶」が
運

営
を
継
承
。３
月
17
日
に
は
提
灯

の
取
り
付
け
や
、
杭
を
立
て
る
な

ど
の
安
全
対
策
な
ど
を
実
施
。
ま

た
、期
間
中
は
、火
の
確
認
、
ゴ
ミ

の
ポ
イ
捨
て
防
止
や
防
犯
の
た
め
、

当
番
を
決
め
て
毎
日
テ
ン
ト
に
待

機
。町
内
外
か
ら
大
勢
の
見
物
客

で
に
ぎ
わ
い
、
新
し
い
町
内
の
花

見
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
先
輩
の
思
い
を
引
き
継
ぐ

旭
ケ
丘
夜
桜
ま
つ
り
を
開
催

３
月
４
日
、
丸ま

る

谷た
に

虎た
け

流る

さ
ん
が

木
佐
貫
町
長
を
訪
れ「
第
14
回

し
き
な
み
子
供
短
歌
コ
ン
ク
ー

ル
」︵
倫
理
研
究
所
主
催
︶
で
の
入

選
を
報
告
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン

ク
ー
ル
は
、
子
ど
も
た
ち
の
国
語

力
を
培
う
目
的
で
開
催
。今
年
は

全
国
の
小
学
生
約
６
万
２
千
人
が

応
募
し
、３
２
８
人
が
入
選
し
ま

し
た
が
、
県
内
か
ら
の
入
選
は
１

人
で
し
た
。作
品
は「
算
数
は 

す

き
だ
っ
た
の
に 

も
う
今
は 

む
ず

か
し
い
か
ら 

な
く
ほ
ど
き
ら
い
」。

丸
谷
君
に
よ
る
と
低
学
年
の
こ
ろ

は
算
数
が
好
き
だ
っ
た
の
に
４
年

生
の
夏
休
み
の
宿
題
で
割
り
算
の

問
題
を
解
く
の
に
苦
労
し
、
悔
し

く
て
泣
い
て
し
ま
っ
た
気
持
ち
を

表
現
し
た
と
の
こ
と
。
こ
れ
か
ら

に
つ
い
て「
来
年
も
応
募
し
て
最

高
賞
を
狙
い
た
い
で
す
」
と
意
気

込
ん
で
い
ま
し
た
。

丸
谷
虎
流
さ
ん

全
国
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選

榎え
の
き

田だ

和か
ず

也や

さ
ん

（
三
原
在
住
）

各
部
員
が
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
も
、
協
力
し
て

祭
り
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

６
万
本
の
ク
ル
メ
ツ
ツ
ジ
で
知

ら
れ
る
椎
八
重
公
園
で
、４
月
13

日
か
ら
つ
つ
じ
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。期
間
中
、２
万
人
を
超

え
る
観
光
客
が
訪
れ
、
春
の
盛
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
つ
り
初
日
は
、
町
観
光
協
会

︵
池い

け

邉べ

美よ
し

紀の
り

会
長
︶
に
よ
る「
つ
つ

じ
ま
つ
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
」
が
行
わ
れ
、地
元「
長
田
お

ど
ろ
会
」
と「
う
れ
し
座
」
の
舞

踊
披
露
で
来
場
者
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
た
、
ま
つ
り
期
間
中
、
ツ
ツ
ジ
と

し
ゃ
く
な
げ
の
苗
木
の
無
料
配
布

が
行
わ
れ
、
長
蛇
の
列
が
出
来
て

い
ま
し
た
。配
布
が
始
ま
る
と
来

場
者
は
、
花
芽
の
つ
い
た
苗
木
を

受
け
取
り
、
満
面
の
笑
み
を
浮
か

べ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、都
城・北
諸
地
方
の
二
大

祭
と
し
て
知
ら
れ
る「
早
馬
ま
つ

り
」
は
、４
月
29
日
、早
馬
公
園
で

開
か
れ
、
あ
い
に
く
の
雨
天
に
も

関
わ
ら
ず
約
１
５
０
０
人
の
見
物

客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

神
事
の
後
、「
中
米
の
ジ
ャ
ン
カ

ン
馬
踊
り
」、「
新
馬
場
の
棒
踊
り
」

と
い
っ
た
郷
土
芸
能
な
ど
が
次
々

に
奉
納
さ
れ
、
見
物
客
か
ら
盛
ん

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、文
化
協
会
、ど
ん
ぐ
り

会
踊
り
、フ
ラ
ダ
ン
ス
、都
城
合
気

道
練
成
会
三
股
道
場
が
ス
テ
ー
ジ

や
演
武
を
披
露
。町
商
工
会
青
年

部
企
画
の「
ミ
マ
タ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

シ
ョ
ー
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
大

声
援
を
送
り
ま
し
た
。ま
た
、こ
の

日
は
奉
納
行
事
と
し
て
剣
道
や
柔

道
、
弓
道
や
四
半
的
大
会
が
町
内

各
会
場
で
行
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
奉
納
を
終
え
た
郷
土
芸

能
の
一
行
は
、
地
元
を
中
心
に
練

り
歩
く「
庭
も
ど
し
」を
行
い
ま
し

た
。開
館
10
周
年
の
町
物
産
館「
よ

か
も
ん
や
」
な
ど
を
巡
り
三
味
線

や
太
鼓
の
音
を
町
内
に
響
か
せ
て

い
ま
し
た
。

三
原
地
区
青
壮
年
部

会
長

４
月
13
日
、
社
会
福
祉
法
人
や

ま
び
こ
会︵
原
田
順
一
理
事
長
︶は
、

同
会
が
運
営
す
る
５
つ
の
保
育
園

の
年
長
児
童︵
参
加
園
児
計
88
人
︶

を
対
象
と
し
た
研
修
会「
楽
し
く

学
ぶ
ひ
ら
が
な
講
座
」
を
わ
か
ば

保
育
園
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
で
3
回
目
の
開
催
と
な
り
、

小
学
校
入
学
へ
の
不
安
や
緊
張
を

和
ら
げ
、
就
学
へ
の
準
備
へ
繋
げ

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
。子
ど
も

達
は
、正
し
い
字
形
や
筆
順
、鉛
筆

の
持
ち
方
を
楽

し
く
学
び
ま
し

た
。
参
加
し
た

保
護
者
は
、
子

ど
も
達
を
褒

め
て
自
信
を
持

た
せ
る
こ
と
の

大
切
さ
に
つ
い

て
真
剣
に
聞
き

入
っ
て
ま
し
た
。

町
遺
族
共
助
白
菊
会

会
長

「
家
族
５
人
で
来
ま
し
た
。
受
け
取
っ
た
苗
木

を
持
ち
帰
り
、
自
分
で
育
て
る
の
が
楽
し
み
で

す
」

都
城
市
か
ら
来
場

山や
ま

﨑さ
き

虎ひ
ゅ
う

牙が

さ
ん

（
祝
吉
小
２
年
）

つ
つ
じ
ま
つ
り
に
２
万
人

雨
天
の
早
馬
ま
つ
り
に
１
５
０
０
人

つ
つ
じ
・
早
馬
ま
つ
り

三
股
の
春
真
っ
盛
り
！

季
節
の
郷
土
料
理
を
後
世
に

盆
地
の
知
恵
袋「
料
理
本
」が
完
成

「
多
く
の
人
が
こ
の
本
を
手
に
取
り
、
愛
情
あ
ふ

れ
る
料
理
が
世
代
を
超
え
て
継
承
さ
れ
る
一
助

に
な
れ
ば
幸
い
で
す
」

「
盆
地
の
知
恵
袋
」

の
会
会
長

森も
り

　 

秋あ
き

生み

さ
ん

（
餅
原
在
住
）

シャクナゲの苗木を無料配布 大阪府から来場された山本千恵子（一番右）さんとご友人

「長田おどろ会」の舞踊披露

サツキの苗配布 ドリーム戦隊 ミマタレンジャー 都城合気道練成会 三股道場による演武

新馬場棒踊り 中米ジャンカン馬踊り

満開の椎八重公園

本
町
や
周
辺
自
治
体
在
住
者
で

作
る「
盆
地
の
知
恵
袋
」︵
森も

り

秋あ
き

生み

会
長
︶
が
、郷
土
料
理
を
紹
介
し
た

本「
都
城
盆
地
の
郷
土
料
理
」
を
発

刊
し
ま
し
た
。都
城
盆
地
に
昔
か
ら

伝
わ
る
郷
土
料
理
の
伝
承
な
ど
を

目
的
に
、
こ
れ
ま
で
定
期
的
に
集

ま
り
料
理
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。本

は
、多
く
の
会
員
か
ら
１
０
０
０
を

超
え
る
レ
シ
ピ
を
集
め
、厳
選
し
た

約
３
０
０
の
料
理
を
再
現
。紙
面
で

は
、材
料
や
調
理
法
を
会
員
が
撮
影

し
た
写
真
を
添
え
て
説
明
し
て
い

ま
す
。な
お
、同
会
は
、
こ
の
料
理

集
を
使
っ
て
料
理
を
作
る
出
前
講

座
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
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お知らせ Mimata Information

■お問い合わせ＝
福祉課　児童福祉係
☎52－9060

陶器、布、木工、ガラス、金属、革、竹
や藁の工芸品が、町内はもとより九州
各地から三股町に大集合する展示販売
会を開催します。工芸品に興味のある
人、プレゼントを探している人は、ぜひ
ご覧ください。世界で一つしかない手
作り品は、父の日のプレゼントにもお
すすめです。
■�開催期間＝６月14日（金）～16日（日）
■�開催時間＝６月14日（金）・15日（土）

午前９時～午後６時、６月16日（日） 
午前９時～午後４時

■開催場所＝町武道体育館
※�駐 車 場 が 少 な い た め、コ ミ ュ ニ

ティーバス「くいまーる」をご利用く
ださい。

■お問い合わせ＝
みまたモノづくりフェア実行委員会
事務局（企画商工課商工観光係）
☎52－9085

　町物産館「よかもんや」でフードイベ
ント『M

ミ マ タ

IMATA M
マ ー ケ ッ ト

ARKET』を２日間
にわたって開催します。
“おいしい”を見つけよう！をテーマ

に、町内外の飲食店などが出店予定で
す。地採れの新鮮な野菜や県内の加工
品など多数取り揃えていますので、ぜ
ひお越しください。
■�日時＝６月15日（土）・16日（日）午前

10時～午後３時
■�場所＝町物産館「よかもんや」
■�お問い合わせ＝

町物産館「よかもんや」
☎51－3131

町女性団体連絡協議会には、現在、５
団体が加盟。男女共同参画社会、明るく
豊かな地域づくりを目指し活動中です。
町内に住んでいる女性の皆さん、女性
同士で情報交換をするなど、楽しく交
流活動をしませんか？団体でも個人で
も大歓迎です。加入は随時受け付けて
います。
■お問い合わせ＝

教育課 生涯学習係　☎52－9311

 放送大学は、今年度10月の入学生を
募集しています。10代から90代の幅広
い世代から約9万人の学生が、「大学を
卒業したい」「学びを楽しみたい」など、
さまざまな目的で学んでいます。心理
学・福祉・経済・歴史・文学・情報・自然
科学など、約300の幅広い授業科目があ
り、1科目から学ぶことができます。
■出願期間＝

第1回６月15日（土）～８月31日（土）
第2回９月１日（日）～９月20日（金）

■資料請求・お問い合わせ＝
放送大学宮崎学習センター
☎0982－53－1893
放送大学の公式サイト 
https://www.ouj.ac.jp

町教育委員会では、一人一人の子ど
もが、よりスムーズに小学校に入学で
きるように準備を進めています。就学
に当たって、子どもの健康面、発達面、
生活面などに不安や悩みを感じている
保護者を対象に相談会を開催します。
気軽にご相談ください。
※相談内容の秘密は守ります。
※相談は無料です。
■日時＝８月を予定しています。　

■対象者＝
令和２年度小学校入学予定児童
※�平成25年４月２日～平成26年４月

１日生まれ
■相談員＝教育・福祉の専門の先生
■申込締切日＝６月26日（水）

※�相談希望の人は学校教育係までご
連絡ください。

※�申込用紙は、各認定こども園、幼稚
園、保育園で受け取ることもでき
ます。

■お申し込み・お問い合わせ＝
町教育委員会教育課 学校教育係 教
育支援担当
☎52－9314

■�日時＝６月23日（日）午前９時～午後
１時

■会場＝都城市高城生涯学習センター
■対象＝生活習慣病が気になる町民
■定員＝20人　※電話申し込み順
■参加料＝500円
※�エプロンや三角巾を持参してください。
■お問い合わせ＝

都城健康サービスセンター
☎36－8750

■寄付者一覧
平成31年4月1日から4月30日まで
社会福祉法人　三股町社会福祉協議会
●忌明寄付

●一般寄付………………… 該当なし

今年の5月分以前から本町で児童手
当を受けていた人は、6月に引き続き児
童手当を受ける要件を満たしているか
を確認するため、「児童手当・特例給付
現況届」を提出する必要があります。こ
の現況届を提出しない場合、受給資格
があっても6月以降の児童手当を受け
ることができませんので、期日までに
必ず手続きをしてください。混雑が予
想されますので余裕をもってお越しく
ださい。
■今回の現況届の対象者＝

中学生以下の児童を養育している人
対象者には、６月上旬に現況届の書
類を郵送します。

※ �6月１日（土）以降、本町から転出す
る人も届け出が必要です。

※�公務員の場合は勤務先で手続きをし

てください。
■受付期間＝

６月11日（火）~17日（月）　
※�都合の悪い人は福祉課窓口で６月28

日（土曜・日曜を除く）までに必ず手
続きをしてください。

■受付時間＝
６月11日（火）・13日（木）・17日（月）
午前9時～正午、午後1時15分～ 5時
６月12日（水）・14日（金）午前9時～
正午、午後1時15分～ 8時

■受付場所＝
町役場４階　第２会議室

■準備するもの＝
【全員が必要なもの】
①児童手当・特例給付現況届
②�印かん（認め印可、スタンプ式印かん

不可）
③受給者の健康保険証のコピー
※�「受給者」とは、父または母のうち所

得が高い人となります。子どもの保
険証では手続きできません。保険証

で確認できないときは「年金加入証
明書」が必要です。

※�平成31年度（30年中）所得状況が現在
の受給者よりも配偶者の方が高い場
合や、婚姻や離婚などで生計維持者
が変わっている場合は受給者を変更
する必要があります。新しい受給者
の保険証と預金通帳のコピーが必要
です。詳しくはお問い合わせくださ
い。

【世帯の状況で必要となる書類】
児童と別居していて、６月１日現在

で児童の住民票が本町にない人は、次
の①②が必要となります。
①�受給者と別居している児童全員の個

人番号（マイナンバー）カードまたは
通知カード

※�紛失した人などは、マイナンバー記
載のある住民票のとう本を取得して
確認するか、再発行をお願いします。

②�別居監護申立書（受け付けのときに
申し出てください）

フードイベント
『MIMATA MARKET』
を開催します

町女性団体連絡協議
会加入団体・加入
者を募集します

放送大学入学生を募
集します

愛のご寄付

児童手当・特例給付
現況届を提出して
ください

非課税者と子育て世帯を対象にプレミアム付き商品券を販売します
10月に予定されている消費税率の引き上げで生

じる負担増など消費への影響を緩和する目的で、住
民税の非課税者や乳幼児がいる子育て世帯の世帯主
に対してプレミアム付き商品券を販売します。
■購入対象者＝

①�１月１日時点で本町に住民票がある人で、平成
31年度住民税の非課税者

※�課税者の扶養となっている人や生活保護受給者
は対象外です。

※�対象者は事前申請を行う必要があります。申請
受付は８月１日（木）から町役場１階ロビーで行
う予定です。

②�６月１日時点で本町に住民票がある人で、平成
28年4月2日～令和元年9月30日に生まれた子
どもがいる世帯の世帯主

※�対象者には８月ごろから随時引換券を郵送する
予定です（事前申請は不要）。

※�対象となる子ども１人につき５冊まで購入でき
ます。

■購入限度額＝
額面２万5,000円（販売額２万円）

※�１冊5,000円分の商品券を4,000円で５冊まで購
入できます。

※�額面500円の商品券10枚つづりで１冊となります。
■販売期間＝9月下旬～令和2年2月28日（金）
※販売期間は変更になる可能性があります。
■販売場所＝町役場１階ロビー ほか
※販売場所は変更になる可能性があります。
■�使用できる期間＝10月１日（火）～令和２年２月

29日（土）
■�使用できる店舗＝取り扱い店舗の登録をした町内

の店舗
※９月上旬に決定する予定です。
■お問い合わせ＝

福祉課　社会福祉係
☎52－9061

寄 付 者 続柄 故人名 年齢 地区 金額

上村フヂエ 夫 時
とき

男
お

91 上米 3万円

原 口 睦
むつ

子
こ

夫 學 78 上米 5万円

下 村 節 子 夫 和男 79 今市 10万円

荒 武　 香
かおる

夫 茂 70 山王原 2万円

小 林 和 子 父 大脇重
しげ

盛
もり

90 大鷺巣 3万円

假 屋 和 子 夫 伸
しん

一
いち

83 田上 3万円

内
うち

　 克
かつ

文
ふみ

妻 明美 ― 仲町 3万円

三股町就学相談会を
開催します

活習慣病予防料理
教室」の受講生を
募集します

｢生

またモノづくりフェ
ア２０１９～つくり
びとのカタチ～』を
開催します

｢み
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健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481
●赤ちゃん健診

■期日＝7月4日（木）、受付＝午後１時～１時30分
■対象者＝

平成30年6月・12月、平成31年4月生まれ
■�準備するもの＝母子健康手帳（おっぱい相談希望者は,

タオル３枚程度をお持ちください）
※�栄養相談やおっぱい相談も実施しますので、ぜひご利

用ください。
●３歳児健診・相談

■期日＝6月20日（木）
■受付＝午後1時～ 1時30分
■対象者＝平成27年11月1日～平成27年12月31日生まれ
■持ってくるもの＝母子健康手帳、質問票、検尿
※�当日は、歯科と内科の診察があります。また、心理相談、

ことばの相談や栄養相談も実施しますので、ぜひご利
用ください。

子育て支援センターからのお知らせ
●子育て支援センター　☎52－8101
●子育て支援センターに遊びに来ませんか？

子育て支援センターは、町総合福祉センター「元気の杜」
の中にあります。利用できるのは、未就学の子どもと保護
者です（保護者同伴が原則）。開放日が、月曜～金曜の午前
９時～正午、午後１時～３時です。開放日に合わせて、楽
しい行事や教室を行っています。詳しくは、町社会福祉協
議会の公式サイトでもお知らせしています。
●英語であそぼう

親子で外国語指導助手（ＡＬＴ）の先生と一緒に英語に
慣れ親しみながら楽しい時間を過ごしましょう。

■日時＝毎週水曜日午後１時30分～ 2時30分
■講師＝ライト・デレック先生、リプリー・カラリー先生

●ふわふわ布絵本
ボランティアグループ「ふわふわ布絵本の会」の手作り

の作品を使ったおはなし会です。
■日時＝6月18日（火）午前10時45分～ 11時15分

●友達つくろう！一緒にあそぼう！
子育て中のママたちのサークル「いもん子クラブ」と手

遊びや製作などを通して触れ合いましょう。
■日時＝6月20日（木）午前10時30分～ 11時

●親子ふれあいコンサート
笑顔を運ぶ音楽団「小さな音楽会」の、生の歌と演奏で

楽しい時間を過ごしましょう。
■日時＝6月25日（火）午前10時～ 11時
■場所＝町総合福祉センター「元気の杜」大会議室　　

●おはなし会
読み聞かせボランティアグループ「おおきな木」による

読み聞かせを行います。
■日時＝7月4日（木）午前10時30分～ 11時

●親子ビクス
親子で体を動かしながら、心地よい汗をかきましょう。

参加される方は事前に予約をお願いします。
■日時＝7月8日（月）午前10時30分～
■場所＝町総合福祉センター「元気の杜」大会議室
■�講師＝田鍋いずみ先生（OKJ認定インストラクター）
■主催＝宮日母子福祉事業団
■お申し込み＝子育て支援センター　☎52-8101

●誕生会（6・7月生まれのお友達）

■日時＝7月9日（火）午前10時～ 11時
■内容＝誕生日のお友達をみんなでお祝いしましょう。

ファミリー・サポート・センターたんぽぽからの
お知らせ
●ファミリー・サポート・センターたんぽぽ　☎51-5688

当センターは、ご近所で助け合う子育てを一時的に有料
で組織化したものです。”依頼者は信頼・安心して預け、提
供者はたいせつにかわいがって預かってくれる”そんな、お
互いにとって優しさや喜びが響き合うことを大切にしなが
ら活動しています。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 
 
　育児を頑張りすぎていませんか？地域の人に甘えてみま
せんか？一人で、悩まず、気軽に相談してください。急な用
事に備えて、念のため、登録している人もたくさんいます。
＜現在行っている援助活動＞
　用事やリフレッシュをしたいときの預かり、習い事・幼
稚園や保育園・児童館への送迎など
●利用料金（町が１人目のみ1時間200円助成）

 
 
　　　　　　

※助成後の料金を表記しています。
●まかせて会員の養成講習会を行います

短時間保育など、困っているお母さんやお父さんのお手
伝いをしてみませんか？預かる子どもの年齢・時間・援助
内容は選ぶことができます。講習会では、基本的な知識を
身に付けてから援助開始となります。
※�実際に活動するかどうかは、講習後に決めることができ

ます。
■日時＝7月10日（水）　午前8時40分～午後3時30分

7月11日（木）午前8時50分～ 11時
■場所＝町総合福祉センター「元気の杜」
■�内容＝保健師、小児科医、臨床心理士、管理栄養士、

保育士の講習を行います。
※短時間に分けた受講や、託児希望者はご相談ください。

■�お申し込み・お問い合わせ＝
ファミリー・サポート・センターたんぽぽ☎51-5688（町
総合福祉センター「元気の杜」子育て支援センター内）
※�時間外の場合は留守電に、お名前・電話番号を残し

てください。

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481
●令和元年度のがん検診が始まります！

次の①～③に該当する人は検診費用が無料になります。
①75歳以上の人（検診当日に保険証を提示してください）
②�生活保護世帯の人（役場福祉課で費用免除の証明書の

交付を受け、検診当日にお持ちください）
③�無料クーポン券対象の人（クーポン券と身分証明証を

検診当日にお持ちください）
※�新しく胃カメラ（胃内視鏡検査）が追加されます。た

だし、対象は50歳以上で、受診間隔は2年に1回です。（本
年度は偶数年生まれの人が対象です。）

※�胃がん関係の検診が、「バリウム検査」、「胃カメラ」「ピ
ロリ菌検査」の３種類になりますが、年度内に受ける
ことができるのはいずれか１つです。重複して受けて
しまうと、後に受けた検査は全額自己負担となります
ので、ご注意ください。

【集団検診】
肺がん検診（レントゲン検査）

■対象者＝40歳以上（生年月日が昭和55年4月1日以前）
■検査内容＝胸部Ｘ線撮影（レントゲン撮影）
■日程＝特定健診と同時実施
■個人負担料金＝無料（費用1,949円全額を町が負担）

大腸がん検診
■対象者＝40歳以上（生年月日が昭和55年4月1日以前）
■検査内容＝便潜血検査2日法
■便提出期間＝特定健診と同時実施
■個人負担料金＝500円（費用1,771円のうち）
■ �その他＝対象者には、地区での受診日が早い順に受診

票を発送します。以前辞退した人には受診票は発送し
ません。受診希望者は、町健康管理センターにご連絡
ください。

乳がん検診
■�対象者＝40歳以上（生年月日が昭和54年12月31日以

前）で和暦で偶数年の人
■検査内容＝マンモグラフィ、超音波検査

個人負担料金＝2,300円(費用7,722円のうち) 
日程＝9月12日（木）、10月23日（水）、12月3日（火）・10
日（火）、令和2年2月4日（火）・5日（水）

胃がん検診（バリウム検査）
■�対象者＝40歳以上（生年月日が昭和55年4月1日以前）
■�検査内容＝胃部Ｘ線撮影
■�日程＝≪町健康管理センター≫8月25日（日）、10月1

日（火）・2日（水）≪町西部地区体育館≫9月10日（火）
■�個人負担料金＝1,400円（費用全額4,774円のうち）
※�問診票は予約を受けてから郵送します。受診を希望する

人は町健康管理センターへ電話でお申し込みください。
子宮がん検診

■�対象者＝20歳以上（生年月日が平成12年4月1日以前）
で和暦で偶数年の人

■�検査内容＝子宮頚部の細胞診検査
■�日程＝11月8日（金）、12月10日（火）、令和2年2月6日
（木）

■�個人負担料金＝1,400円（費用全額4,644円のうち）
【個別検診】

■�受診期間＝令和2年2月29日（土）まで
■�実施医療機関＝一覧表が役場1階ロビーまたは町健康

管理センターに置いてあります。
　※医療機関に予約をしてから受診してください。

子宮がん検診
■�対象者＝20歳以上（生年月日が平成12年4月1日以前）

で、和暦で偶数年の人
■�検査内容＝子宮頚部の細胞診検査　※子宮体部は頚

部検診受診者で必要がある人
■個人負担料金＝2,200円(費用全額7,414円のうち)

乳がん検診
■�対象者＝40歳以上（生年月日が昭和54年12月31日以

前）で和暦で偶数年の人
■検査内容＝マンモグラフィ、超音波検査
■個人負担料金＝3,700円(費用全額14,839円のうち) 

胃がん検診（バリウム検査）
■対象者＝40歳以上（生年月日が昭和55年4月1日以前）

■検査内容＝胃部Ｘ線撮影
■個人負担料金＝3,800円（費用全額12,566円のうち）

胃がん検診（胃カメラ）
■ �対象者＝50歳以上で（生年月日が昭和44年12月31日以

前）で和暦で偶数年の人
■検査内容＝胃内視鏡検査
■個人負担料金＝4,300円（費用全額17,074円のうち）
　胃がんリスク層別化検査（ピロリ菌検査）
■�対象者＝令和2年4月1日時点で40・45・50・55・60・65・70

歳の年齢に達する人
■�検査内容＝血液検査（ピロリ菌抗体、血清ペプシノゲ

ン値測定）
■個人負担料金＝1,900円（費用全額6,334円のうち）
※�この検診は胃がんを直接発見する検査ではなく、胃が

んリスクがある人を早期に発見し、将来の発生予防に
つなげるものです。対象者には案内を送付します。

地域包括支援センターからのお知らせ
●町地域包括支援センター　☎52－9063
●災害時要支援者調査を実施しています

災害が発生したときに、自力で避難することが困難な人
などが、円滑に地域などの支援を受けることができるよう、
個別に避難支援プランを作成しています。また、避難支援
の必要な人を把握するために訪問調査をしています。

■�対象者＝65歳以上の一人暮らしで支援が必要な人、75
歳以上のみの世帯で支援が必要な人、要介護3 ～ 5の
認定を受けている人、身体の障害（1級または2級）が
ある人、視覚障害、聴覚障害がある人、療育手帳を持っ
ている人、精神障害者保健福祉手帳を持っている人、
その他支援が必要と思われる人。民生委員の方、町地
域包括支援センター職員や障害者基幹相談センター
職員が個人宅を訪問し、調査を行いますので調査への
ご協力をよろしくお願いします。

●足もと元気教室
■�日程＝6月15日～ 7月14日までの分

保健と福祉 Mimata  Health & Welfare Guide

■�準備するもの＝体操のできる服装、シューズ、水分補給用の飲み物
※6月1日～ 14日の日程は、『広報みまた』先月号をご参照ください。

・子育てを手助けしてほしい人 → おねがい（依頼）会員
・子育てを援助したい人 → まかせて（提供）会員

利用時間 １時間当たりの利用料
月～金曜（祝日を除く）　
午前７時～午後７時

子ども１人目のみ…………400円
兄弟利用２人目から………300円

月～金曜の早朝、夜間と
土曜・日曜・祝日

子ども１人目のみ…………600円
兄弟利用２人目から………400円

地区名 時　間 場　所 期　日

1地区 午前9時30分～11時 第1地区分館
６月21日（金）
７月５日（金）

2地区 午後1時30分～3時 2地区交流プラザ ７月４日（木）
3地区 午後1時30分～3時 第3地区分館 ７月11日（木）
4地区 午前9時30分～11時 第4地区分館 ６月19日（水）
5地区 午後1時30分～3時 轟木集落館 ６月20日（木）

蓼池 午前9時30分～11時 蓼池児童館
６月20日（木）
７月４日（木）

餅原 午前9時30分～11時 餅原営農研修館 ６月17日（月）
三原 午後1時30分～3時 三原コミュニティセンター ６月19日（水）
下新 午前9時30分～11時 第7地区分館 ７月12日（金）
今市 午前9時30分～11時 今市児童館 ７月１日（月）

中原 午前9時30分～11時 中原コミュニティセンター
６月26日（水）
７月10日（水）

花見原 午前9時30分～11時 花見原コミュニティセンター ７月３日（水）
8地区 午前9時30分～11時 第8地区分館 ６月28日（金）

9地区 午後1時30分～3時 第9地区分館
６月26日（水）
７月10日（水）
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※�休日急患診療機関の診療時間は午前9時〜午後6時です。やむを得ず変更する場合があります
ので、☎23-5555でご確認ください（夜間は都城夜間急病センター☎36-8890まで）。なお歯
科については☎25-4100にお問い合わせください。

くらしのカレンダー
令和元年６月３日（月）～７月19日（金）

みまたくらしのカレンダー

生活と税 Life & Tax

・町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！ ・この社会 あなたの税が生きている ・たばこは町内で買いましょう

■税 ● 税務財政課からのお知らせ

交通事故（人身）発生ワースト順位 ◎県内第18位／平成31年３月31日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位

22
歳
　
Ｋ
・
Ｔ

「
罪
と
罰
」
②

※ 贖いとは、罪を償うという意味。
　ここに掲載してある手記は、交通事
故を引き起こして刑務所で罪の償いを
している人たちの懺

ざ ん げ

悔の記録です。
　一瞬の過ちによって、家族、恋人、
友人など親しき人々から隔絶され、自
ら犯した罪を反省している様子が文
脈の端端から伝わってきます。
　このような悲惨な事故を引き起こさな
いよう、心の戒めにしていただきたいと
思います。
〔（一財）東京交通安全協会提供〕

交
通
事
故
は
も
う
た
く
さ
ん
…
…
…

贖あ
が
な

い
の
日
々

（
全
２
回
）

◎ 今月の表紙

『次世代と歩む 未来の三股』

新時代の産声

30 日

◎教山内科医院（内・小） ☎62-1205（高崎町）

◎松山医院（内・呼吸・リウ） ☎24-1046（上川東）

◎いづみ内科医院（内） ☎22-7111（鷹　尾）

◎とまり内科外科胃腸科医院（内・外・胃） ☎52-1135（三股町）

◎酒井皮膚科医院（皮） ☎25-5322（北原町）

◎野田医院（産・婦） ☎24-8553（蔵原町）

1 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
2 火 ◦可燃物
3 水

4 木

5 金 ◦可燃物
6 土

7 日

◎畠中小児科医院（小） ☎52-6000（三股町）

◎田口循環器科・内科クリニック（内） ☎24-0600（下川東）

◎隅病院（内・胃） ☎62-1100（高崎町）

◎安藤胃腸科外科医院（消・外・内） ☎39-2226（豊満町）

◎なかむら整形外科クリニック（整） ☎36-5333（江平町）

◎よしだ眼科クリニック（眼） ☎77-8817（三股町）

8 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
9 火 ◦可燃物
10 水

11 木 ◦白色トレイ・ペットボトル
12 金 ◦可燃物
13 土

14 日

◎ふくしまクリニック（内・消・小） ☎46-5001（下川東）

◎藤元総合病院（内） ☎22-1717（早鈴町）

◎森山内科・脳神経外科（内） ☎21-5000（南鷹尾町）

◎野口脳神経外科（脳） ☎47-1800（太郎坊町）

◎寺本整形外科医院（整） ☎22-1171（北原町）

◎中山産婦人科医院（産・婦） ☎23-8815（前田町）

15 月

◎早水公園クリニック（内・小・外・消・アレ） ☎36-6117（早水町）

◎ライフクリニック（内） ☎39-2525（安久町）

◎海老原内科（内） ☎64-1211（山田町）

◎都城フォレスト・クリニック脳神経外科（脳） ☎80-4313（下川東）

◎速見泌尿器科医院（泌） ☎24-8344（妻ヶ丘町）

◎くぼた眼科（眼） ☎26-3100（南鷹尾町）

◦可燃物 ◦図書館休館日
16 火 ◦可燃物 ◦図書館休館日
17 水 ◦図書館休館日
18 木 ◦缶・瓶
19 金 ◦可燃物

3 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
4 火 ◦可燃物
5 水

6 木

7 金 ◦可燃物
8 土

9 日

◎はしぐち小児科（小） ☎24-5500（都原町）

◎村上循環器内科クリニック（循・内） ☎25-2700（宮丸町）

◎長倉医院（内） ☎52-2109（三股町）

◎はまだクリニック（外・胃・肛） ☎45-2266（祝吉町）

◎ならはら皮膚科医院（皮） ☎22-1455（志比田町）

◎吹上耳鼻咽喉科医院（耳鼻） ☎21-4133（鷹　尾）

10 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
11 火 ◦可燃物
12 水

13 木 ◦白色トレイ・ペットボトル
14 金 ◦可燃物
15 土

16 日

◎共立医院（内） ☎22-0213（蔵原町）

◎すみクリニック（内） ☎36-7701（東　町）

◎あきづき医院（内・心内） ☎36-0534（上水流町）

◎もりやま脳神経外科（脳） ☎21-6888（久保原町）

◎石井皮膚科医院（皮） ☎23-4588（蔵原町）

◎永吉眼科医院（眼） ☎22-1530（姫城町）

17 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
18 火 ◦可燃物
19 水 ◦図書館休館日
20 木 ◦缶・瓶 ◦図書館休館日
21 金 ◦可燃物 ◦図書館休館日
22 土 ◦図書館休館日

23 日

◎城南病院（小・内） ☎23-2844（大王町）

◎ゆうクリニック（内） ☎46-6100（広原町）

◎佐々木医院（内） ☎62-1103（高崎町）

◎たかお浜田医院（外・内） ☎22-8818（鷹　尾）

◎飯田整形外科クリニック（整） ☎46-5115（上　町）

◎西浦医院（耳鼻） ☎22-0715（松元町）

◦図書館休館日
24 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
25 火 ◦可燃物 ◦図書館休館日
26 水 ◦図書館休館日
27 木 ◦不燃物 ◦図書館休館日
28 金 ◦可燃物
29 土

◎６月の予定

新たな時代の幕開けとともに産まれた
新しい命。５月２日、赤ちゃんを迎えた家
族は、生まれたての命に新時代への希望
を重ね合わせました。また改元初日に町
役場に婚姻届を提出するカップルがいた
りと、それぞれの立場で新時代の到来を
祝いました。新元号「令和」には、「人々が
美しく心を寄せ合う中で、文化が生まれ
育つ」という願いが込められています。私
たちのまちも新しい歴史が刻まれていき
ます。

結
局
、私
は
こ
の
日
は
家
に
戻
ら
ず
、ホ
テ

ル
に
泊
ま
り
ま
し
た
が
、こ
の
出
来
事
が
現
実

で
は
な
い
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

翌
日
の
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
で
私
の
車
が
被
害
者

の
方
と
接
触
し
た
事
件
現
場
が
映
さ
れ
、
被

害
者
の
方
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
事
を
知

り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
私
は
こ
の
事
実
を
受
け
入
れ
ら

れ
ず
、約
１
ケ
月
ほ
ど
の
間
、逃
亡
生
活
を
続

け
て
い
ま
し
た
が
、次
第
に
家
族
の
事
が
心
配

に
な
り
、結
局
、私
は
警
察
に
出
頭
し
ま
し
た
。

警
察
で
逮
捕
、拘
留
さ
れ
た
後
、保
釈
さ
れ

た
私
は
、
被
害
者
ご
遺
族
の
方
に
謝
罪
の
手

紙
を
送
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、「
手
紙
を
出

す
よ
り
直
接
謝
り
に
来
る
べ
き
だ
」と
の
お
返

事
が
あ
り
、裁
判
の
日
に
初
め
て
直
接
謝
罪
し

ま
し
た
。

し
か
し
、
公
判
で
は
叫
び
な
が
ら「
亡
く

な
っ
た
人
を
返
せ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。そ
し

て
、私
に
言
い
渡
さ
れ
た
判
決
は
、自
動
車
運

転
過
失
致
死
及
び
道
路
交
通
法
違
反
に
つ
き

懲
役
２
年
６
月
と
い
う
も
の
で
し
た
。事
件
の

原
因
や
命
を
奪
い
、
被
害
者
の
方
や
被
害
者

ご
遺
族
の
方
の
人
生
を
滅
茶
苦
茶
に
し
た
こ

と
な
ど
を
今
に
し
て
考
え
る
と
、こ
の
判
決
は

軽
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
被
害
者
ご
遺
族
の
方
と
の
示
談

が
成
立
し
、被
害
者
ご
遺
族
の
方
か
ら「
二
度

と
関
わ
ら
な
い
で
欲
し
い
」と
言
わ
れ
ま
し
た

が
、自
分
の
し
て
し
ま
っ
た
事
は
生
涯
を
か
け

て
償
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
で
す
。被
害
者

の
方
、
被
害
者
ご
遺
族
の
方
の
深
い
悲
し
み

や
、
怒
り
、
憎
し
み
を
こ
れ
か
ら
も
背
負
っ
て

生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、自

分
の
欲
に
負
け
、責
任
と
い
う
事
に
つ
い
て
甘

く
考
え
て
い
た
の
が
私
の
罪
で
あ
り
、罰
な
の

だ
と
今
は
思
っ
て
い
ま
す
。

◎７月の予定

７月１日（月）は納期限です
納期限内に納付しましょう。
●町県民税（第1期）

口座振替日は６月25日（火）です。また、再振替日は７月10
日（水）に行います。振替日の前日までに預貯金口座の残高確
認をお願いします。口座の解約などで振替ができなかった場
合は、「口座振替不能用の納付書」を送付します。納付書に記
載されている納付場所で早めに納めてください。
■問い合わせ＝納税管理係　☎52－9635

土地・建物の名義人が死亡したときは「相
続人代表者指定届」が必要です

土地・建物の名義人が既に死亡し、「相続の手続きを行って
いない」、または「納付書などが死亡した人の名前で届いてい
る」場合は、相続人代表者の届け出が必要です。届け出をして
いない場合は、納付書などを送付できないこともありますの
で、必ず届け出をしてください。

町外に住む納税義務者は「納税管理人」
の設定を行ってください

固定資産税の納税義務者が町外に住んでいるなど、納税に
支障がある場合、「納税管理人」を定める必要があります。納
税管理人とは、納税通知書などの受領や税金の納付など、納
税に関わる事務を管理する人のことです。納税管理人を定め
ることで、納税義務者を変更することなく納税通知書などを
納税管理人に送付することができます。該当する人は町内に
住所や事業所をもつ人を選任して、税務財政課資産税係に申
告してください。

建物を壊したときは連絡をください
建物を取り壊した人、または年内に壊す予定の人は、税務

財政課資産税係まで連絡をください。専用住宅を壊すと、土
地の住宅用地の特例が無くなるため、税額が以前より増える
場合もありますので、壊す前に確認をしてください。
■問い合わせ＝資産税係　☎52－9636
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黄
金
の
輝
き 

し
も
農
園
か
ら「
み
ま
た
ん
ご
ま
」の
新
た

な
商
品
が
誕
生
し
ま
し
た
。
圧あ

っ

搾さ
く

一
番
絞
り
の

金
ゴ
マ
の
ご
ま
油
を
主
原
料
と
し
た
せ
っ
け
ん

で
す
。「
み
ま
た
ん
ご
ま
」は
栽
培
中
、
農
薬
・

化
学
肥
料
・
除
草
剤
を
使
用
せ
ず
に
作
ら
れ
た

安
心
安
全
の
国
産
ゴ
マ
で
す
。
そ
の
中
で
も
、

希
少
な
金
の
ご
ま
油
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、

せ
っ
け
ん
に
使
う
材
料
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
ま

す
。
ご
ま
油
の
他
に
、
ハ
チ
ミ
ツ
、
黒
砂
糖
エ

キ
ス
や
カ
ン
ゾ
ウ
根
エ
キ
ス
な
ど
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
配
合
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
約
３
カ
月
、

ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
熟
成
し
て
い
ま
す
。

保
湿
効
果
も
あ
り
、
自
然
の
も
の
を
使
っ
て
い

る
の
で
、
小
さ
い
お
子
さ
ま
も
大
人
の
人
も
安

心
し
て
使
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の
極
上
の

逸
品
を
、
ぜ
ひ
一
度
お
試
し
く
だ
さ
い
。
プ
レ

■
茶
じ
ょ
け

▽「
令
和
に
な
っ
て
最
初
に
産

ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
撮
影
し
た

い
」。
そ
の
思
い
で
調
査
を
開

始
し
、
ご
縁
が
あ
っ
て
辿
り
着

い
た
の
が
表
紙
と
特
集
に
登
場

し
た
鶴
園
さ
ん
家
族
で
す
。
快

く
撮
影
に
協
力
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
撮
影
中
、
ず
っ
と
赤

ち
ゃ
ん
の
愛
ら
し
い
寝
顔
に
癒

さ
れ
な
が
ら
、
同
じ
よ
う
に
生

ま
れ
て
く
る
子
ど
も
た
ち
が
、

安
心
し
て
過
ご
せ
、
み
ん
な
が

幸
せ
に
生
き
ら
れ
る
時
代
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

▽
今
月
号
の
エ
ム
メ
イ
ト
で
取

り
上
げ
た
カ
メ
ラ
マ
ン
の
伊
藤

さ
ん
。
二
人
で
撮
影
場
所
を
検

討
し
、
長
田
地
区
の
彼
女
が
お

◦男／11,756人◦女／13,602人◦合計／25,358人（前月比−34人）
◦世帯数／10,286戸（＋18戸）◦出生／21人◦死亡／24人
◦転入／155人◦転出／186人

三股町の人口 令和元年５月１日現在
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気
に
入
り
の
場
所
で
行
う
こ

と
に
。
撮
影
と
取
材
の
合
間
に
、

カ
メ
ラ
の
設
定
や
構
図
な
ど
プ

ロ
か
ら
直
接
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
広

報
の
撮
影
に
一
部
で
も
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
移
動
中
に
立
ち
寄
っ
た「
長

原
の
丘
」
で
は
、
日
の
光
に
輝

き
大
き
な
鏡
の
よ
う
な
水
田
と

そ
の
背
景
に
連
な
る
山
々
に
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。
手
入
れ
の
行

き
届
い
た
田
ん
ぼ
の
風
景
は
美

し
く
、
そ
ん
な
田
ん
ぼ
の
風
景

が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

稲
が
順
調
に
成
長
し
、
お
い
し

い
お
米
の
収
穫
に
繋
が
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。〈
セ
〉 

　

松
山
千
保
子

俯う
つ
む

き
て
咲
く
の
が
好
き
で
育
て
ゐ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
の
一
輪
咲
い
た

ウ
ク
レ
レ
を
花
見
の
宴
に
持
ち
来
る
卓
球
の
友
の
心
意
気
良
し

[

短
歌]  

◆
三
股
短
歌
会

【

】
香
り
も
な
く
色
も
控
え
目
、
そ
し
て
俯
い
て
咲
く
、
寒
さ
の
残
る
二
月

末
、
や
っ
と
一
輪
咲
い
た
。白
・
紫
・
ピ
ン
ク
と
一
重
、
八
重
と
た
く
さ

ん
の
種
類
が
あ
る
。７
、８
種
類
を
育
て
て
い
る
が
、
初
夏
ま
で
花
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
私
の
好
き
な
花
で
あ
る
。

先
日
、
卓
球
仲
間
で
花
見
を
し
た
と
き
、
Ｙ
さ
ん
は
、
場
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
ウ
ク
レ
レ
を
演
奏
。私
た
ち
の
歌
声
は
今
ひ
と
つ
で
で
し
た
が
、

花
見
気
分
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。い
い
人
ば
か
り
の
卓
球
の
会
に
感

謝
で
す
。Ｋ
さ
ん
誘
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

244

ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち
122

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

三
股
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や 

情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

通信
思
い
が
重
な
り
あ
う
そ
の
先
に

ん
じ
ゃ
様
だ
よ
り

み
ま
た
ん
駅
前
よ
か
も
ん
朝
市

〒
８
８
９

―

１
９
０
１ 

宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町

大
字
樺
山
４
４
２
１
番
地
22
（
JR
三
股
駅
隣
）

☎
０
９
８
６（
52
）
３
１
３
１

営
業
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

定
休
日
／
毎
月
第
３
木
曜

http://mimatan.com

土
井
恵
子

★

★

上か
み

西に
し

悠は
る

加か

ち
ゃ
ん

礒い
そ

辺べ

望み

愛あ

ち
ゃ
ん

◎
平
成
30
年
6
月
19
日
生
ま
れ（
0
歳
）

◎
上
西
由
弘
さ
ん
・
加
代
子
さ
ん
の
長
女

◎
平
成
29
年
2
月
8
日
生
ま
れ（
２
歳
）

◎
礒
辺
正
宝
さ
ん
・
七
菜
さ
ん
の
長
女

第
80
回

■
期
日
＝
６
月
23
日（
日
）
午
前
８
時
～
10
時
30
分
ご
ろ
ま
で

ゼ
ン
ト
に
も
最
適
で
す
。

●�M

ミ

マ

タ

IM
ATA M

マ

ー

ケ

ッ

ト

ARK
ET

開
催

　
６
月
15
〜
16
日(

土･

日
）10

時
～
15
時
ま
で

も
の
づ
く
り
フ
ェ
ア
期
間
中
の
２
日
間
、

よ
か
も
ん
や
で
も
食
が
テ
ー
マ
の
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。
町
内
外
の
飲
食
店
や
農
産
加

工
品
な
ど
が
並
び
ま
す
。

人
の
ぬ
く
も
り
が
伝
わ
る
写
真
を

「
撮
影
し
た
写
真
か
ら
、
ど
こ
か

懐
か
し
さ
や
ぬ
く
も
り
を
感

じ
て
、
こ
こ
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て

も
ら
え
た
ら
」
と
微
笑
む
郁
美
さ
ん
。こ

の
ほ
ど
完
成
し
た
長
田
地
区
の
人
た
ち
の

表
情
や
暮
ら
し
ぶ
り
を
記
録
し
た
写
真
集

で
撮
影
と
構
成
を
担
当
。発
刊
を
記
念
し

た
写
真
展
も
各
地
区
で
開
催
さ
れ
、
多
く

の
反
響
を
呼
ん
で
い
る
。20
歳
か
ら
７
年

間
、
写
真
ス
タ
ジ
オ
に
勤
め
、
結
婚
式
場

や
学
校
行
事
の
撮
影
で
技
術
を
学
び
、
独

学
で
ア
ン
グ
ル
や
照
明
な
ど
の
感
性
を
磨

い
て
き
た
。自
分
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の

を
追
い
求
め
る
あ
ま
り
、
と
き
に
は
依
頼

者
の
求
め
と
〝
ず
れ
〟
が
生
じ
る
こ
と
も

あ
る
。「
大
切
な
の
は
一
歩
引
い
て
全
体

を
俯
瞰
し
て
み
る
こ
と
。
〝
摩
擦
〟
を
怖

が
ら
ず
互
い
に
対
話
を
繰
り
返
し
導
き
合

う
こ
と
で
、
人
の
ぬ
く
も
り
が
伝
わ
る
作

品
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
る
」
と
語
る
。

依
頼
者
の
喜
ぶ
顔
を
力
に
変
え
て
、〝
幸

せ
の
瞬
間
〟を
、こ
れ
か
ら
も
撮
り
続
け
る
。

餅
原
出
身 

伊い

藤と
う

郁い
く

美み
（
35
）さ
ん

一
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と
う
。
こ
れ
か
ら
も

元
気
い
っ
ぱ
い
楽
し
く
お
兄
ち
ゃ
ん
と
も
仲

良
く
す
ご
し
て
ね
。

遊
ぶ
こ
と
、
食
べ
る
こ
と
が
大
好
き
な
望
愛

ち
ゃ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良

く
元
気
い
っ
ぱ
い
す
く
す
く
育
っ
て
ね
!!

金の胡麻石鹸
１箱100㌘入り　3240円（税込）

／販売者 しも農園

梅雨も
カエルどんや
草花たちには
うれしい季節
じゃのう♪

広報みまた 2019.619 18広報みまた 2019.6

◎町　章／�町の木「イチョウ」を図案化したもので、外
形は丸く円満で輪、すなわち和やかさを表
し無限を意味しています。

◎町の花／サツキ
◎町の鳥／ホオジロ
◎町の木／イチョウ

◎町の生い立ち
いろいろと発掘される土器などから、新石器時代より三股町各所に人が

住んでいたことがうかがわれます。また、その名の起源は「古くから川三条、
股になりて流れたり」と古書にあって、その名「三股」をとどめているといわ
れています。江戸時代は鹿児島藩に属し、明治初年、五戸長を一丸として、
戸長役場と改称しました。当時の地頭・三島通庸（みしまみちつね）は荒涼た
る原野に土木を興し、産業を奨励し、教育の振興を図って村づくりを成し、
ここ三股の基礎が築かれたのです。

明治22年、町村制実施により三股村となり、昭和23年５月３日に町制を施行
して名実共に三股町として発足しました。以来自治の発展に努め、文化農村
建設へとまい進し、今や数多くの企業誘致により町民の所得向上を図りなが
ら町民参加型の「自立と協働で創る 元気なまち」を目指し、躍進しています。

 ◎わが家の一番星
　町内在住で３歳以下のお子さんについて、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

 ◎ご長寿万歳
　町内在住で80歳以上の元気な高齢者について、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

※�「わが家の一番星」「ご長寿万歳」の掲載申込書は町役場にあります。また町公
式サイトからダウンロードすることもできます。
　（町公式サイトアドレス…http://www.town.mimata.lg.jp/）

■問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎52-1113（直通）




